
 
 はれるんマガジン  2022 年 11 月 2 日（水）号（第 34 号）   

 1 / 2  

 

今月の素朴な疑問 

 

「マグニチュード」は地震の規模を表す数値で、数字が大きいほど放出されるエネ

ルギーが大きいことを意味し、一つの地震に一つの値しかありません。一方、「震度」

は場所ごとの揺れの強さを表すため、場所ごとに値が発表されます。気象庁が定める

震度階級は 0（ゼロ）から 7 まであり、観測された震度によって被害の程度を迅速に

推定することができます。 

 

地震があると「震源は△県で深さ△キロメートル、地震の規模を表すマグニチュー

ドは△と推定されます」などと報じられるとともに「△県△市では震度△を観測しま

した」ということを聞きます。震度もマグニチュードも似たような数字になることが

多いため、混同する人もいるようです。 

「マグニチュード」は地震で放出されるエネルギーの規模を表す数値です（「はれる

んマガジン 2021 年 10 月 1 日号」参照）。数字がひとつ増えると地震のエネルギー

は約 32 倍に、二つ増えると 1000 倍になります。 

一方、「震度」というのは、地震による揺れの大きさの違いを表すために気象庁が定

めているものです。震度の階級は 0 から 7 まであり（1995 年の阪神・淡路大震災

で同じ震度 5 や 6 でも被害の程度に違いがみられたため、5 弱と 5 強、6 弱と 6 強

に分けられました）、それぞれの震度は、予想される被害などに対応しています。 

 

昔は震度を人が観測していましたが、現在は震度計という機器で観測しています。

震度計は全ての市町村に必ず一つは設置されていて、地震発生から 90 秒後にはそれ

までに集まったデータを迅速に発表し、その

後更に大きな震度が観測されれば随時追加で

発表します。震度階級の表と合わせて確認す

ることで、どんな被害が震源付近で生じてい

る可能性があるかを推定することができます。

注意点としては、発表される震度はあくまで

震度計が設置されている場所の震度であり、

同じ市町村内の他の場所では異なる大きさの
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揺れが生じているか

もしれないことです。

たとえば市役所で観

測された震度が 5 弱

だとしても、その他に

揺れやすい地域があ

ってもっと大きな被

害が出ているかもし

れません。このような

時にも防災関係機関

等が適切に対応でき

るよう、気象庁では震

度 5 弱以上を観測し

た場合には、推計震度

分布図というものを

発表しています。推計

震度分布図は、震度を 1 キロメートル四方ごとの面的な情報として推計（計算）した

もので、震度階級と対応させることにより、震度計の設置場所以外の被害の程度と範

囲を推定することができ、被害の実態が明らかになる前の初動対応の計画立案に活用

することができます。なお、震度階級で予想される被害は一般的な低層の住宅を対象

としており、高層ビルの高層階では地上とは異なる揺れになる場合があるため留意が

必要です（長周期地震動による揺れ）。 

震度階級は地震による揺れと起こりうる被害などを対応づけたものですが、時代が

変われば建物の構造や耐震性も変化していきます。気象庁では、広範囲で幅広い震度

が観測された場合などには観測された震度と被害の程度が適切に対応しているのかを

調査し、必要な場合には震度階級を改定する作業も行っています。 

 

 

次回の発行は 2022 年 11 月下旬の予定です。 

ご意見をお待ちしています 

問合せ先 

〒810-0052 福岡市中央区大濠 1-2-36 

福岡管区気象台防災調査課はれるんマガジン編集部 

電話： 092-725-3614 

Fax： 092-725-3163 

e-mail： 

 

震度階級（震度 4 から震度 7） 


